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株式会社　新生銀行

Ⅰ.2006年度決算の概況

１．損益の状況

【連結】 （億円）

2006年度 2005年度 前年度比
増減

業　務　粗　利　益 2,683 2,737 △54 

資 金 利 益 954 822 132 

役 務 取 引 等 利 益 464 455 9 

特 定 取 引 利 益 178 275 △97 

そ の 他 業 務 利 益 1,085 1,183 △98 

経　費 1,499 1,359 140 

実 質 業 務 純 益 1,183 1,377 △194 

不 良 債 権 処 理 額 519 301 218 

のれん･無形資産償却額(グロス) 208 294 △86 

退 職 給 付 関 連 費 用 14 9 5 

固 定 資 産 処 分 損 益 14 △2 16 

償 却 債 権 取 立 益 2 9 △7 

の れ ん 減 損 損 失（△） △550 － △550 

無 形 資 産 減 損 損 失（△） △400 － △400 

そ の 他（△ は 損 失） △164 △43 △121 

△657 737 △1,394 

法 人 税、住 民 税 及 び 事 業 税 32 37 △5 

法 人 税 等 調 整 額 △246 △114 △132 

少 数 株 主 利 益 166 52 114 

当　期　純　利　益（△は当期純損失） △609 760 △1,369 

キ ャ ッ シ ュ 調 整 後 ベ ー ス * 353 1,019 △666 

484 259 225 

貸出金償却・債権処分損 15 15 0 

19 26 △7 

不良債権処理額 519 301 218 

上記の区分表記は経営管理上のものであり、基本的に単体（経営健全化計画ベース）と同様の基準で作成しており
ますが、開示の適切性の観点から必要な組み替えを行っております。

* 2006年度は､当期純利益からのれんに係る償却額及び無形資産償却とそれに伴う繰延税金負債取崩を除いたもので
　あります｡なお2005年度は、㈱アプラス・昭和リース㈱の連結に関するものに限定しております｡

なお、財務会計ベースの主要計数は、以下のとおりです。

経　常　収　益 5,600 5,290 310 

経　常　利　益 231 714 △483 

当　期　純　利　益（△は当期純損失） △609 760 △1,369 

（連結対象会社数）

連 結 子 会 社 数 95 82 13 

持 分 法 適 用 会 社 数 27 13 14 

貸倒引当金繰入

リース原価に含まれる不良債権処理額

税金等調整前当期純利益（△は税金等調整前当期純損失）
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株式会社　新生銀行

【単体】 （百万円）

2006年度 2005年度 前年度比
増減

業　務　粗　利　益　* 132,596 142,440 △9,844 

資 金 利 益 59,792 53,139 6,653 

役 務 取 引 等 利 益 * 45,849 50,958 △5,109 

特 定 取 引 利 益 14,903 20,276 △5,373 

そ の 他 業 務 利 益 12,051 18,065 △6,014 

経　費 77,626 73,257 4,369 

人 件 費 30,405 29,689 716 

物 件 費 43,626 39,752 3,874 

税 金 3,594 3,815 △221 

実　質　業　務　純　益　* 54,969 69,182 △14,213 

株 式 等 損 益 5,512 △4,870 10,382 

貸 出 金 償 却 1,887 187 1,700 

その他の債権売却損・処分損等  －　 372 △372 

退 職 給 付 関 連 費 用 1,489 935 554 

そ の 他 損 失 ・ 費 用 9,958 2,318 7,640 

経　常　利　益 47,146 60,497 △13,351 

特　別　損　益 △102,161 6,142 △108,303 

△884 △119 △765 

償 却 債 権 取 立 益 60 763 △703 

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 ** 2,086 5,498 △3,412 

△103,423 －　 △103,423 

△55,015 66,639 △121,654 

法 人 税、住 民 税 及 び 事 業 税 △2,779 △5,991 3,212 

法 人 税 等 調 整 額 △10,276 △2,260 △8,016 

当 期 純 利 益（△は当期純損失）*** △41,960 74,890 △116,850 

一般貸倒引当金繰入額 5,221 4,131 1,090 

個別貸倒引当金純繰入額(△取崩) △7,311 △9,629 2,318 

特定海外債権引当勘定繰入額(△取崩) 3 △0 3 

貸倒引当金繰入額（△取崩）　**　 △2,086 △5,498 3,412 

貸出金償却・債権処分損 1,887 560 1,327 

不良債権処理額（△取崩） △199 △4,937 4,738 

*～業務粗利益・役務取引等利益・実質業務純益には金銭の信託運用損益を含む。

　（2006年度：30,767百万円、2005年度：39,508百万円）

**～貸倒引当金は全体で取崩超のため特別利益に計上。

　（2006年度：2,086百万円、2005年度：5,498百万円）

***～2006年度は、消費者金融ビジネス関連の投資損失(*)を含んでおります。
(*) ｱﾌﾟﾗｽ優先株式減損980億円、ｱﾌﾟﾗｽ普通株式投資損失引当金計上額92億円、ｼﾝｷ普通株式投資損失引当金計上額66億円

税引前当期純利益（△は税引前当期純損失）

固 定 資 産 処 分 損 益 (△ は 損 失)

その他の特別損益 (△は損失)　***
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株式会社　新生銀行

２. 業 務 純 益 【単体】 （百万円）

(１)実 質 業 務 純 益 *1
 従業員一人当たり（千円）

(２)業 務 純 益
 従業員一人当たり（千円）

(３)従　業　員　数（人）

３．ＲＯＡ、ＲＯＥ
【連結】 　　（％）

当期(中間)純利益ベース
同キャッシュベース

当期(中間)純利益ベース
同キャッシュベース

当期(中間)純利益ベース
同キャッシュベース

【単体】 （％）

実質業務純益ベース *1
当期(中間)純利益ベース

*1～「実質業務純益」は「１．損益の状況」と同様であります。

*2～（期首総資産＋期末総資産）/２を計算上、分母として用いております。なおキャッシュベース当期(中間)

　　純利益を用いて算出する際の分母は､のれん及び無形資産を除いた総資産の期首･期末平均であります。

　（分子）当期(中間)純利益から､のれんに係る償却額及び無形資産償却とそれに伴う繰延税金負債取崩を除いたもの。

なお2005年度は、㈱アプラス・昭和リース㈱の連結に関するものに限定しております｡

　（分母）純資産の部合計から､新株予約権､少数株主持分､のれん及び無形資産とそれに伴う繰延税金負債を除いたものの期首･期末平均｡

４．１株当たり数値【連結】

*～純資産額につきましては、期末純資産の部合計から、期末新株予約権及び期末少数株主持分を控除して計算しております。

円銭 銭

16

2006年度中間期

当期*[中間]純利益
{(期首純資産の部合計－期首新株予約権－期首少数株主持分)＋（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末少数株主持分)}/2

53

[｛(期首純資産の部合計-期首新株予約権-期首少数株主持分)-期首のれん-期首無形資産×(1-実効税率)}＋{(期末純資産の部合計-期末新株予約権-期末少数株主持分)-期末のれん-期末無形資産×(1-実効税率)｝]/2

当期*[中間]純利益[－期末優先株式配当額]
(期首の普通株式に係る純資産額＋期末の普通株式に係る純資産額）/2

*～日割り年換算

18.8修正ＲＯＥ*5 ｷｬｯｼｭﾍﾞｰｽ当期(中間)純利益

421 62
308 60
355 09 411 58

41 23
383 20

96
79 19 3754

同キャッシュベース

潜在株式調整後1株当たり当期(中間)純利益(△損失)

同キャッシュベース

１株当たり純資産　*

潜在株式調整後１株当たり純資産 *

△31
18

１株当たり当期(中間)純利益(△損失） 19

2006年度 2006年度中間期

92

1.0
14.3
17.7

△ 8.1

16
△45

円 銭 円

27
33 55

1.2
14.9

23 82

2006年度

6.7

キャッシュベース当期*[中間]純利益

13.49ＲＯＥ*3

72

ＲＯＡ*2

ＲＯＥ*3

潜在株式調整後
ＲＯＥ*4

△ 0.6
0.4

△ 13.4

*4～算出式：

17.7

2006年度

4.7

7.0

11.9 12.4
9.3

2006年度中間期

2006年度

<12ｶ月間> <12ｶ月間><6ｶ月間>

20.3
9.7

2005年度

2005年度

33,038 
29,673 

2,248 

△5,471 

2,094 

0.8

69,182 

△3,404 
154 

14,170 

2005年度
0.8

2005年度

2005年度比
△14,213 
△8,586 

75
50 55

380 20

*3～算出式：

10.97
△ 9.27 14.6715.43

10.11

*5～算出式：

54,969 
24,452 
24,202 
10,766 
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株式会社　新生銀行

５．(参考)ビジネスライン別損益状況*【連結】 　　(億円)

業務粗利益

経費

実質業務純益 ※ ㈱ｱﾌﾟﾗｽ、昭和ﾘｰｽ㈱内訳

業務粗利益

経費

実質業務純益

不良債権処理額

業務粗利益 ※※

経費 ※※ うち仕組預金関連収益

実質業務純益 2006年度：113億円

不良債権処理額 2005年度：197億円

業務粗利益

経費

実質業務純益

不良債権処理額

*～区分表記は経営管理上のものであり､基本的に単体(経営健全化計画ベース)と同様の基準で作成しております｡

６. 利 鞘【単体】
（全　店） （％）

(１)資 金 運 用 利 回　 (Ａ)

(２)資 金 調 達 原 価 * (Ｂ)

(３)資 金 調 達 利 回 (Ｃ)

(４) (Ａ)－(Ｂ)
(５) (Ａ)－(Ｃ)

（国内業務部門） （％）

(１)資 金 運 用 利 回　 (Ａ)

(２)資 金 調 達 原 価 * (Ｂ)

(３)資 金 調 達 利 回 (Ｃ)

(４) (Ａ)－(Ｂ)
(５) (Ａ)－(Ｃ)

*～資金調達原価には経費が資金調達コストとして含まれております。

219
552

ｲﾝｽﾃｨﾃｭｰ
ｼｮﾅﾙ

ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ 不良債権処理額(△取崩)

738
△ 40

実質業務純益(不良債権処理額勘案後)

434

105

昭和ﾘｰｽ㈱

522

250 228

109

851

430

06年度 05年度

122410 141420

0.85 

△0.42 
0.79 

2006年度
1,173

2005年度
1,167

2006年度中間期

10

0

0.52 

0.14 

△ 63

0.14 1.16 

2005年度

2005年度比

△ 52

△0.63 

2005年度比

△0.04 

770
△ 49

820
1,122 607

333

681
1,197

604350

76
0 4

0.17 

ｺﾝｼｭｰﾏｰ
ｱﾝﾄﾞｺﾏｰｼｬﾙ
ﾌｧｲﾅﾝｽ　※

リテール
バンキング

ＡＬＭ／
経営勘定
／その他

実質業務純益(不良債権処理額勘案後)

26

2006年度

1.88 

2006年度

1.30 

1.09 

0.83 

0.57 

△0.56 

0.48 

2005年度

1.40 

2.30 0.34 1.96 

31

△ 81 116 111 91

491 304 30

㈱アプラス

△ 62
21

△0.03 

0

0.04 0.81 
△0.46 

72

396

1.79 

0.45 0.10 0.35 

1.76 

05年度

246
346

194

505

424
348

932

593

06年度

440 257

195

538
実質業務純益(不良債権処理額勘案後) △ 98

△ 172

778

361

201

377
1

6 △ 7

55

29

1
△ 16

△ 15

実質業務純益(不良債権処理額勘案後)

36

140
19
20
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７．資金運用／調達（リース・割賦売掛金を含む）の状況
【連結】 （億円、％）

*3

*3

*2

*3

*1～利回りは小数点第3位以下を四捨五入して表示しております。
*2～「その他資金運用勘定」の平均残高は、無利息預け金の平均残高を控除して表示しております。
*3～上記の区分表記は経営管理上のものであり､リース･割賦売掛金分を除いた(中間)連結損益計算書上の基準で

作成した経常収益ベースの資金運用勘定は以下のとおりであります。なお､｢経常収益ベース資金運用勘定｣及び
｢資金調達勘定｣の利息部分は､(中間)連結損益計算書上の｢資金運用収益｣及び｢資金調達費用｣を示しております｡

【単体】 　　（億円、％）

*3

*2

*3

*1～利回りは小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。
*2～「預け金」の平均残高は、無利息預け金の平均残高を控除して表示しております。
*3～｢資金運用勘定｣及び｢資金調達勘定｣の利息部分は、(中間)損益計算書上の｢資金運用収益｣及び｢資金調達費用｣を

示しております。

74,216 773

68 ***

－ －

1,283

利息

<12ｶ月間>
利回り*1

2.08

1,085

***

－

2006年度

－

0.84

資 金 運 用 勘 定 68,562 1,290

－金 利 ス ワ ッ プ 等

資 金 利 益 954

2006年度中間期

312資 金 調 達 費 用 773

2.83

2006年度

平均残高

資金運用収益-資金調達費用 68,562 515 0.75 58,728 502 0.8564,126 271

－

1.64

そ の 他 資 金 調 達 3 112 *** 3 56 *** 3 30

1.88

社 債 4,873 207 4.26 4,501 92 4.08 1,053 17

0.55

借 用 金 2,834 21 0.75 2,796 9 0.67 3,084 58

0.00

債券貸借取引受入保証金 840 2 0.29 701 0 0.20 49 0

0.07

売 現 先 勘 定 － － － － － － 6 0

0.40

コールマネー及び売渡手形 4,035 56 1.40 1,571 10 1.27 1,273 0

0.03

債 券 7,970 30 0.37 8,729 15 0.35 11,586 47

0.45

譲 渡 性 預 金 3,320 11 0.35 2,560 2 0.21 1,997 0

0.57

預 金 45,615 332 0.72 42,780 134 0.62 37,465 169

－

資 金 調 達 勘 定 69,493 775 1.11 63,645 321 1.00 56,521 323

1.40

金 利 ス ワ ッ プ 等 71 － 45 － 6

1.60

そ の 他 資 金 運 用 677 17 2.51 584 6 2.31 654 9

1.05

貸 出 金 44,434 753 1.69 41,247 317 1.53 36,123 578

0.29

有 価 証 券 20,231 404 1.99 19,003 207 2.17 19,974 210

－

債券貸借取引支払保証金 1,274 4 0.37 1,497 2 0.27 102 0

0.02

買 現 先 勘 定 － － － － － － － －

2.33

コールローン及び買入手形 708 2 0.29 871 1 0.23 1,009 0

1.40

預 け 金 1,235 36 2.96 922 12 2.77 863 20

1.88

利回り*1 平均残高 利息利息

64,126 592 1.84 58,728 826

2.10

427

822

2005年度

利回り*1

<12ｶ月間>
平均残高 利息 利回り*1 平均残高

<12ｶ月間> <6ｶ月間>

517

2006年度中間期

2.44 65,835

460 5.80

829 2.51 59,559 1,250

7,9376.15

資 金 運 用 勘 定 79,168 2,239

70,855 1,728

リース・割賦売掛金（△） 8,313 511

経常収益ベース資金運用勘定

67,497 1,710 2.53

<6ｶ月間>
平均残高平均残高

2.9274,216

33

2005年度

利回り*1

1.9067,497資金運用収益-資金調達費用 79,168 1,466 1.85

2.13

そ の 他 資 金 調 達 勘 定 6,744 182 *** 3,875 70 *** 2,295 ***

1.22

劣 後 借 入 ・ 劣 後 社 債 3,995 98 2.47 3,609 35 1.99 2,597 55

0.41

借 用 金 ・ 社 債 11,181 118 1.06 11,272 53 0.94 9,993 122

0.45

債 券 7,956 30 0.38 8,710 15 0.36 11,529 47

0.67

預 金 ・ 譲 渡 性 預 金 48,340 343 0.71 44,727 136 0.61 37,768 169

***

資 金 調 達 勘 定 78,218 773 0.99 72,196 312 0.86 64,184 427

5,037 37そ の 他 資 金 運 用 勘 定 7,214 136 *** 6,727

0.98

リ ー ス ・ 割 賦 売 掛 金 8,313 511 6.15 6.09 7,937 460 5.80

1.85 2.09 17,214 168

2.74

資 金 運 用 勘 定 79,168 2,239 2.83

貸 出 金 46,134 1,268

有 価 証 券 17,505 323

<12ｶ月間>
利息利息 利回り*1

1,085

利回り*1 平均残高 利回り*1

8,380 255 6.09

16,059 168

8,380 255

<12ｶ月間>
利息 平均残高 利息

<6ｶ月間>
2005年度

平均残高

2.532.92

2.75 43,048

74,216

592 37,307 2.80

1,71067,497

1,044

2006年度中間期

利息利回り*1

2006年度
<12ｶ月間>

- 5 -
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８. 有価証券関係損益
【単体】 （百万円)

国 債 等 債 券 損 益

売　却　益

償　還　益

売　却　損 （△）

償　還　損 （△）

償　　　却 （△）

株　式　等　損　益（３ 勘 定 尻）

売　却　益

売　却　損 （△）
償　　　却 （△）

９. 自己資本比率＊
【連結】 　　（億円、％）

 [速報値]

(１)自己資本比率

(２)Ｔｉｅｒ Ⅰ

(３)Ｔｉｅｒ Ⅱ

(イ)一般貸倒引当金

(ロ)負債性資本調達手段等

(ハ)ＴｉｅｒⅡ 不算入額

(４)控除項目

(５)自己資本(2)+(3)-(4)

(６)リスクアセット

*～2007年3月末は新基準（バーゼルⅡ、Ｆ-ＩＲＢ）により、それ以前は旧基準によりそれぞれ算出しております。

  なお、旧基準での2007年3月末の連結自己資本比率は13.73%（ＴｉｅｒⅠ比率7.65%）であります。

【リスク資本の状況】（2007年3月末）

連結ベースの2007年3月末のリスク資本額は約4,570億円となっております。

2006年9月末比

7,858 

5,512 

1,520 

2007年3月末

－

－ 　　　　－

－ 　　　　－

－

2005年度

2005年度比

1,203 △987 

－

　　　　－ －

5,165 1,757 

5,381 4,611 

3,408 

770 

216 

2006年9月末
＜国内基準＞2006年3月末比

△1,470 2,990 

10,382 △4,870 

2,775 5,083 

10,050

576 176 176

△ 440 △ 1,103

1,377 643 955

　　　－

71,804

734

76,520 △ 1,307 4,716

422

10,490 11,153

77,827

3,7464,445

13.47 15.53

486

6,468

448

7,381

4,195

6,208

5,220

△6,139 6,963 

13.13

△ 1,173

464

2006年3月末

824 

139

△ 0.34 △ 2.40

＜国内基準＞

4,7561,025

△ 309△ 347

△ 260

＜国内基準＞

176

5,657 1,212 1,911

6,000

5,000

9,000

8,000

7,000

2006年度

4,000

3,000

億円

連結リスク
資本額

連結TierⅠ
資本額

連結自己資本額

2,000

1,000

0

10,000
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10．有価証券の評価損益

（１）有価証券の評価基準

売買目的有価証券 時価法（評価差額は損益処理）

満期保有目的有価証券 償却原価法

その他有価証券 時価法（評価差額は全部資本直入法）

子会社株式及び関連会社株式 原価法

（参考）金銭の信託中の有価証券

運用目的の金銭の信託 時価法（評価差額は損益処理）

満期保有目的の金銭の信託 償却原価法

その他の金銭の信託 時価法（評価差額は全部資本直入法）

（２）評価損益
【単体】 （百万円）

評価差額（税効果勘案前） 評価差額（税効果勘案前）

評価益 評価損 評価益 評価損

その他有価証券 6,902 12,316 5,413 △460 5,002 5,462

株式 △260 573 834 1,569 1,580 11

債券 △3,366 413 3,779 △4,714 31 4,746
その他 10,529 11,329 799 2,685 3,390 705

【連結】 （百万円）

評価差額（税効果勘案前） 評価差額（税効果勘案前）

評価益 評価損 評価益 評価損

その他有価証券 8,202 14,159 5,956 3,546 9,136 5,590

株式 1,006 2,372 1,366 5,564 5,678 114

債券 △3,370 413 3,783 △4,693 66 4,760
その他 10,566 11,372 806 2,675 3,390 715

11．ヘッジ会計適用デリバティブ取引の状況

〔残存期間別想定元本〕

【単体】 (単位：億円)

1年以内 1年超5年以内 5年超 合計

814 3,684 2,761 7,260

204 2,449 1,044 3,698

5 － － 5

1,023 6,134 3,806 10,964

1,527 4,613 2,661 8,803

【連結】 (単位：億円)

1年以内 1年超5年以内 5年超 合計

814 3,684 2,761 7,260

204 2,449 1,044 3,698

5 － － 5

1,023 6,134 3,806 10,964

1,527 4,613 2,661 8,803

2007年3月末 2006年3月末

2007年3月末 2006年3月末

金利スワップ

受取固定・支払変動

受取変動・支払固定

2007年3月末

受取変動・支払変動

想定元本合計

通貨スワップ

想定元本合計

金利スワップ

受取固定・支払変動

受取変動・支払固定

2007年3月末

受取変動・支払変動

想定元本合計

通貨スワップ

想定元本合計

- 7 -
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12．退職給付関連

（１）退職給付債務残高
【単体】 (百万円)

2007年3月末
退職給付債務（期末） （A） 52,360

（割引率） (2.2%)
年金資産時価総額（期末） （B） 54,331
前払年金費用 （C） △4,618
未認識過去勤務債務 （D) △3,329
未認識数理計算上の差異 （Ｅ) 377
その他(会計基準変更時差異の未処理額) （Ｆ) 4,843

退職給付引当金 (A-B-C-D-E-Ｆ) 756

(２）退職給付費用
【単体】

2006年度
退職給付費用 3,382

勤務費用 1,983
利息費用 1,118
期待運用収益(△) △1,167
過去勤務債務処理額 △326
数理計算上の差異処理額 337
会計基準変更時差異の費用処理額 605
その他(臨時に計上した割増退職金等) 831

（参考）【連結】
2006年度

退職給付費用 5,281

－8－
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Ⅱ  貸出金等の状況

１.リスク管理債権の状況
部分直接償却実施～2003年3月末より実施
未収利息不計上基準～資産の自己査定基準

【単体】 (百万円)

2007年3月末 2006年9月末 2006年3月末

2006年9月末比 2006年3月末比

破綻先債権額 654 422 68 232 586

延滞債権額 10,614 2,497 △9,829 8,117 20,443

３カ月以上延滞債権額 21 △32 △3 53 24

貸出条件緩和債権額 16,194 △1,041 △4,875 17,235 21,069

合　計 27,485 1,847 △14,638 25,638 42,123

貸出金残高(末残) 5,075,281 391,517 1,114,035 4,683,764 3,961,246

(％)

破綻先債権額 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

延滞債権額 0.2 0.0 △0.3 0.2 0.5 

３カ月以上延滞債権額 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

貸出条件緩和債権額 0.3 △0.1 △0.2 0.4 0.5 

合　計 0.5 0.0 △0.6 0.5 1.1 

【連結】 (百万円)

2007年3月末 2006年9月末 2006年3月末

2006年9月末比 2006年3月末比

破綻先債権額 1,748 △329 △141 2,077 1,889

延滞債権額 21,849 2,448 △14,498 19,401 36,347

３カ月以上延滞債権額 4,792 667 1,667 4,125 3,125

貸出条件緩和債権額 36,422 △1,819 △6,410 38,241 42,832

合　計 64,813 967 △19,382 63,846 84,195

貸出金残高(末残) 5,146,306 364,887 1,058,745 4,781,419 4,087,561

(％)

破綻先債権額 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

延滞債権額 0.4 0.0 △0.5 0.4 0.9 

３カ月以上延滞債権額 0.1 0.0 0.0 0.1 0.1 

貸出条件緩和債権額 0.7 △0.1 △0.3 0.8 1.0 

合　計 1.3 0.0 △0.8 1.3 2.1 

リ
ス
ク
管
理
債
権

貸
出
金
残
高
比

リ
ス
ク
管
理
債
権

貸
出
金
残
高
比
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２．貸倒引当金の状況

【単体】 (百万円)

2007年3月末 2006年9月末 2006年3月末

2006年9月末比 2006年3月末比

貸倒引当金 106,977 8,485 △4,444 98,492 111,421

一般貸倒引当金 65,434 4,364 5,214 61,070 60,220

個別貸倒引当金 41,533 4,119 △9,663 37,414 51,196

特定海外債権引当勘定 9 3 4 6 5

【連結】 (百万円)

2007年3月末 2006年9月末 2006年3月末

2006年9月末比 2006年3月末比

貸倒引当金 147,275 13,455 2,407 133,820 144,868

一般貸倒引当金 101,268 10,321 12,225 90,947 89,043

個別貸倒引当金 45,997 3,131 △9,822 42,866 55,819

特定海外債権引当勘定 9 3 4 6 5

３.リスク管理債権に対する引当率

【単体】 (％)

2007年3月末 2006年9月末 2006年3月末

2006年9月末比 2006年3月末比

リスク管理債権に対する引当率 389.2 5.0 124.7 384.2 264.5 

【連結】 (％)

2007年3月末 2006年9月末 2006年3月末

2006年9月末比 2006年3月末比

リスク管理債権に対する引当率 227.2 17.6 55.1 209.6 172.1 

４.金融再生法開示債権 部分直接償却実施～2003年3月末より実施

【単体】 (百万円、％)

2007年3月末 2006年9月末 2006年3月末

2006年9月末比 2006年3月末比

破産更生債権及び
　これらに準ずる債権

危険債権 10,765 2,431 △9,950 8,334 20,715

要管理債権 16,216 △1,073 △4,877 17,289 21,093

合　計 (Ａ) 27,914 1,949 △14,608 25,965 42,522

貸倒引当金（Ｂ） 106,977 8,485 △4,444 98,492 111,421

引当率（Ｂ／Ａ*100） 383.2 3.9 121.2 379.3 262.0 

(2007年3月末:6,379百万円、2006年9月末:3,377百万円、2006年3月末:2,441百万円)

713932 590 219 342

- 10 -
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５．金融再生法開示債権の保全率

【単体】2007年3月末現在 (百万円、％)

債権額 保全額 保全率

貸倒引当金 担保保証等

破産更生債権及び
　これらに準ずる債権

危険債権 10,765 8,062 989 9,051 84.1

要管理債権 16,216 6,542 5,617 12,159 75.0

合　計 27,914 14,604 7,540 22,144 79.3

６.業種別貸出状況等

①住宅ローン残高【単体】 (百万円)

2007年3月末 2006年9月末 2006年3月末

2006年9月末比 2006年3月末比

住宅ローン残高 562,225 64,990 107,664 497,235 454,561

②中小企業等貸出比率【単体】 (％)

2007年3月末 2006年9月末 2006年3月末

2006年9月末比 2006年3月末比

中小企業等貸出比率 57.8 1.8 4.0 56.0 53.8 

７.特定海外債権残高状況【単体】 (百万円、ヶ国)

2007年3月末 2006年9月末 2006年3月末

2006年9月末比 2006年3月末比

債　権　額 48 △1 △2 49 50

うちインドネシア 46 △2 △2 48 48

うちアルゼンチン 1 － － 1 1

対 象 国 数 2 － － 2 2

８.預金、債券、貸出金の残高【単体】 (百万円)

2007年3月末 2006年9月末 2006年3月末

2006年9月末比 2006年3月末比

預　 金*（末残） 5,471,462 457,377 1,313,270 5,014,085 4,158,192

　　　　（平残） 4,893,597 359,431 947,279 4,534,166 3,946,318

債　　券（末残） 703,908 △55,593 △317,511 759,501 1,021,419

　　　　（平残） 797,037 △75,867 △361,617 872,904 1,158,654

貸 出 金（末残） 5,075,281 391,517 1,114,035 4,683,764 3,961,246

　　　　（平残） 4,443,469 318,701 831,117 4,124,768 3,612,352

個人預金末残　 3,545,887 181,934 464,196 3,363,953 3,081,691

* 含む譲渡性預金

100.0932 － 932 932

- 11 -
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Ⅲ  2007年度の業績予想

【単体】 （億円）

2007年度予想 2006年度実績

2007年度中間期 2006年度中間期

320 660 276 549

340 700 415 △ 419
* 経営健全化計画ベース

【連結】 （億円）

2007年度予想 2006年度実績

2007年度中間期 2006年度中間期

330 740 459 231

380 720 388 △ 609

実 質 業 務 純 益 *

当期<中間>純利益（損失）

当期<中間>純利益（損失）

経　　　常　　　利　　　益　　
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